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（Handicap Sapporo Chalenge Campus Art
 
Project）で「ハスカップ」です。北海道に自生す
る逞しく、それでいて可憐な植物で、その実はお
菓子の材料としても有名です。これから北海道で
活動しようとする障がい者劇団にはピッタリの名
前と我ながら気に入っています。
この取り組みは「強くイメージする、そして言
葉を、科を習慣化する」ということが、人をつく
るということ、そしてそのスタートに「遅すぎる」
はないということの証明になると、私は信じてい
ます。
演劇が他の芸術と違うところは、台詞や科など
を「実際に演ずること」によって、より深く人を
観察する、思いやることができるという点です。
そして、演じることは「体験して学習する」と
いうこと。一昨年の北海道教育大学での取り組み
（「教師になる劇場」。富良野塾他講師。文部科学省
特別経費）や星 もみじ中学（不登校生の学校）
での演劇づくり（金田一が講師、文部科学省講師
派遣事業）のように児童、生徒が演劇づくりを体
験することによって得られる、形のない「何か」
を探る時代になったのは間違いありません。（中学
拙作「なきむしミーシャ、空を飛ぶ？」に出演した
HSCCAPメンバー（最前列）
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での演劇体験授業は今年も続きます）。
演劇は万能薬ではありませんが、けっこうな底
力を秘めていると私は思っています。人を変え自
分を変えて行く力です。
取り組みには大変な労力と時間を要しますが、
その効力（キキメ）は大きいのではないでしょう
か？
前述の『運命は「口ぐせ」で決まる』によると、
「私たちの姿は、習慣の産物です。行動も、顔の表
情も口ぐせも、つきつめればみな習慣としてやっ
ていることばかりです。そしてこの習慣というの
は、無意識のうちに行われるものです。（中略）人
間は、話しを聞いただけでは、ただ単にわかった
という段階であり、身についてはいません。体の
中に習慣として、あるいはプログラムとして張り
巡らせていくには、１ヶ月や２ヶ月、継続してやっ
てみる必要があります（これこそが演劇の稽古で
す）。そうしているうちに、必ず自分の中で大きな
変化が起きてきます。やればできるのではないか
ということが感じられるようになるのです。（中
略）このような段階を経て、はじめて無意識がひ
とつの習慣パターンになるわけです。これは生活
や仕事、どんなことにも共通していえることです。
そしてパターン化された習慣がいくつも積み重
なって、その人の姿をつくっていくのです」とあ
りました。
夢を実現させる、なりたい自分になる。強くイ
メージし、コトバやシグサを「習慣化」させる。
演劇は本来の自分に気づき、もっと素晴らしい自
分に成長するためのひとつの方法、と言いきる事
が出来ます。ですから、「ああいう大人にはなりた
くないよね」と言うのではなく「ああいう人に私
はなりたい엊」という人を見つけ、近づこうと努
力すること、あこがれの人のコトバやシグサをま
ねし、身につけて（習慣化して）いくということ
が自分を変えていく近道だと私は思っています。
「人間は命ある限り、永遠に変容する可能性を
持っている。」（浅田次郎著「勇気凛凛ルリの色。
四十肩と恋愛」講談社より）。
どんな時でも「遅すぎた出発」はありません。
私たちはもっともっと素晴らしい自分になること
が出来るはずだと、演劇を通して私は学びました。
私の理論が、この文章をお読みのあなたの、これ
からの人生にすこしでもプラスになれば、これに
まさる幸せはありません。
私も参加した「教師になる劇場」
星 もみじ中学での授業風景
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注
１)大野あきひこ訳「即興術～シアターゲームによ
る俳優トレーニング（未来社）
２)『運命は「口ぐせ」で決まる』佐藤富雄著（三笠
書房）
３)「怒らないこと」（サンガ新書）
４)「眼からウロコが落ちる本」（PHP文庫）
１） ２）
３） ４）
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